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（３）火山監視・観測体制 

≪日光白根山 観測点配置図≫ 
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②日光白根山火山防災計画 

日光白根山火山防災協議会では、平成 28年３月 30日の協議会の際、噴火時に各県、

周辺市村及び関係機関が連携して取り組む総合的な対策等を「日光白根山火山防災計

画」としてとりまとめている。 

日光白根山では、平成 28年５月 19日現在噴火警戒レベルは未運用ではあるが、日

光白根山火山防災計画においては、噴火警戒レベル１～３における規制箇所・道路や規

制を行う機関については具体的に定められている。 
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1897(明治 30)年 水蒸気噴火 7 月 8、31 日 8 月 3-16 日。火砕物降下。噴火場所は湯釜。 

1 月頃からときどき鳴動。7 月 8 日 0：00 従来の湯釜火口

の北東 200ｍ地点(湯釜火口内)で噴火、泥土・岩塊噴出。

同日 5：00 その南西 200m 地点 で再び爆発、熱泥・湯噴

出。付近の硫黄採掘所全壊、降灰草津に及ぶ。7 月 31 日

大池の南で地震、鳴動を伴う爆発、泥土・岩塊を噴出、

150kg の 巨石を 900m 飛ばす。8 月 2 日鳴動とともに爆

発、噴石。8 月 3 日にも爆発、負傷者 1 名。以後中旬まで

鳴動、ときに熱泥土噴出。 

1900(明治 33)年 水蒸気噴火 10 月 1 日。噴火場所は湯釜。 

1902(明治 35)年 小規模：水蒸気噴火 7 月 15日、8 月 20日、9月 4、17、23-24日。火砕物降下。

噴火場所は弓池北岸。 

7 月 15 日噴火し、水蒸気・砂石を噴出、浴場・事務所の建

物全壊。8 月 20 日小爆発。9 月 4～6 日しきりに爆発、灰・

水蒸気噴出。万座温泉で降灰 3 ㎝。9 月 17 日鳴動、降灰

多量。9 月 24 日鳴動、噴石盛ん。(VEI1) 

1905(明治 38)年 水蒸気噴火 10 月。硫黄流出。噴火場所は湯釜？ 

1925(大正 14)年 中規模：水蒸気噴火 1 月 22 日。火砕物降下。降灰。噴火場所は湯釜北壁。

(VEI2) 

1927～ 28(昭和 2

～3)年 

水蒸気噴火 12 月 31 日、1月 29～ 31日。火砕物降下。噴火場所は湯

釜および湯釜火砕丘南東斜面。 

岩塊・泥土噴出。硫黄流出、吾妻川・利根川で魚死ぬ。 

1932(昭和 7)年 小規模：水蒸気噴火 10 月 1、4、6、8、16、18、23、24、27 日。火砕物降下。噴火

場所は湯釜,涸釜および湯釜火砕丘南東斜面の亀裂 3。火

口付近で死者 2 名、負傷者 7 名、山上施設破損甚大。泥

流、殺生河原降灰、噴出物総量 1.6×104m3、爆発エネルギ

ー1.6×1018erg、11 月頃ま で活動。(VEI1) 

1937～39(昭和 12

～14)年 

中規模：水蒸気噴火 火砕物降下。噴火場所は湯釜。 

37 年 11 月 27 日、12 月 1、28、30、31 日。38 年 1 月 1、2、

8 日、2 月 7、8、13、16 日、7 月 22 日、9 月 22、26 日、10 月

5日。39年3月24、30日、4月1-3、5、7、9-19、24、27、28、

30日、5月3、10、19日、8月 28日。11月 27日爆発、鳴動。

12月 1、28、30、31日爆発、降灰。1938年にはときどき噴煙

活動。1939(昭和 14)年 2～5 月には噴火、降灰。（VEI2） 

1940～41(昭和 15

～16)年 

水蒸気噴火 4、9 月、翌年 1 月。噴煙活動(黒煙)。 

1942(昭和 17)年 水蒸気噴火 2 月 2 日。火砕物降下。噴火場所は湯釜・水釜火砕丘南東

斜面および北斜面の火口列,水釜北東部 

割目を生じ、噴煙、降灰、鳴動、火口付近の施設破損。 

1958(昭和33)年ま

たは 1959(昭和

34)年 

水蒸気噴火 火砕物降下。噴火場所は湯釜。火口付近一帯に降灰。 
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1963(昭和 38)年 噴気 湯釜外側南東斜面の噴気活動が衰え、水釜外側斜面の噴

気活動が活発化。また、同時に、弓池の水は澄んだ。 

1971(昭和 46)年 火山ガス 12 月 27 日。温泉造成のボーリング孔のガス(H2S)もれによ

る中毒死、死者 6 名。 

1976(昭和 51)年 小規模：水蒸気噴火 3 月 2 日。噴火場所は水釜北東部。 

水釜で小規模な水蒸気爆発。噴気活動は 4 月頃から次第

に衰える。（VEI1） 

同上 火山ガス 8 月 3 日。本白根山白根沢(弁天沢)で滞留火山ガスにより

登山者 3 名死亡。 

1977(昭和 52)年 地震 1 月 4 日。14：26 局地的な有感地震、最大有感距離約

15km、逢の峰・芳ヶ平ヒュッテ震度 4 

1982(昭和 57)年 小規模：水蒸気噴火 10 月 26 日、12 月 29 日。火砕物降下。噴火場所は湯釜北

西部および涸釜。 

10 月 26 日湯釜・涸釜の数か所で小規模な水蒸気爆発。12

月 29 日湯釜で小規模な水蒸気爆発。（VEI1） 

1983(昭和 58)年 小規模：水蒸気噴火 7 月 26 日、11 月 13 日、12 月 21 日。降下火砕物。噴火場

所は湯釜北西部および涸釜北側火口壁。 

7 月 26 日湯釜で小規模な水蒸気爆発。11 月 13 日 11：40

と 12：08 の 2回湯釜で水蒸気爆発。人頭大の噴石を 600～

700m の範囲に放出、降灰は東南東方向、渋川まで達す

る。涸釜北側火口壁下部に亀裂(幅 30 ㎝、長さ 45m)を生

ず。12 月 21 日湯釜と涸釜で小規模な水蒸気爆発。 

1986(昭和 61)年 地震 6 月。地震多発。 

1987(昭和 62)年 地震 10 月中旬。地震多発。 

1989(昭和 64～平

成元)年 

地震、火山性微動 1 月 6 日微動。6、7 日湯釜湖面一部暗色変色。10～11 月

地震多発。 

1990～91(平成 2

～3)年 

地震、火山性微動 2 月～9 月。地震、微動多発、湯釜湖面度々変色。 

2004(平成 16)年 湖水変色、地震 5月 17日。湯釜で湖水の吹き上げが目撃され、その後変色

水が確認された。 

5 月 19～22 日。湯釜火口の北西約 7km 付近を中心に一時

的に地震増加。 

2008(平成 20)年 噴気 5 月。北側噴気地帯の東側斜面で新たな噴気確認。 

7 月湯釜火口内北東部に極めて小規模な噴気孔を新たに

確認。 

10 月水釜火口の北側斜面で新たな噴気確認。 

2011(平成 23)年 3

月 

地震 東北地方太平洋沖地震（2011 年 3 月 11 日）以降、湯釜の

北約 3km で地震活動が活発化。 

〔気象庁 HP 草津白根山記録に残る火山活動〕 
http://www.seisvol.kishou.go.jp/tokyo/305_Kusatsu-Shiranesan/305_history.html 
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③現在の活動状況：火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制） 

湯釜火口の北から北東内壁及び水釜火口の北から北東側にかけての斜面で熱活動の

活発な状態が継続しています。東京工業大学によると、北側噴気地帯のガス組成及び湯

釜湖水の化学成分の火山活動の活発化を示す変化や、湯釜の水温が平年よりも高い状態

が観測され、継続しています。 

小規模な噴火が発生する可能性があることから、湯釜火口から概ね１km の範囲では、

小規模な噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒してください。噴火時には、

風下側で火山灰や小さな噴石が風に流されて降るおそれがあるため注意してください。 

また、ところどころで火山ガスの噴出が見られ、周辺のくぼ地や谷地形などでは滞留

した火山ガスが高濃度になることがありますので、注意してください。 

噴火警戒レベル２（火口周辺規制）の警報事項に変更はありません。 

〔草津白根山の火山活動解説資料」（平成 28年４月）〕 
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/tokyo/16m04/305_16m04.pdf 
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（３）火山監視・観測体制 

《草津白根山 観測点配置図》 
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②噴火警戒レベルの運用 

草津白根山は、平成 19年 12月 1日より噴火警戒レベルが運用開始されている。 

 

 
 

〔火山噴火（爆発）防災計画（平成 26 年度）群馬県火山防災対策連絡会議〕 
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〔「浅間山の噴火警戒レベル」（気象庁リーフレット）〕 
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③火山ハザードマップ・火山防災マップの作成 

草津白根山火山噴火災害危険区域予測図作成検討委員会の監修を受け、噴出岩塊、

火山灰・軽石を想定した「草津白根山火山防災マップ」が平成 7 年に作成され、住民、

旅館等に配布されている。 
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④噴火警戒レベル２へ引き上げた際の対応 

■交通規制 

群馬県では、草津白根山の噴火警戒レベルが、レベル１からレベル２に引き上げられ

たことを受けて、湯釜火口から半径１㎞圏内を含む、国道 292 号の 2.5㎞区間の交通規

制を平成 26年６月３日から実施している。その後、安全に配慮した上で同年６月 14日

に規制が緩和され、日中の午前８時から午後５時の間は、通行可能としている。 

群馬県ホームページ：http://www.pref.gunma.jp/05/am4900064.html 
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■草津町ホームページによる火山ガスに関する注意呼びかけ 

草津白根山では、これまでにも有毒な火山ガスによる事故が相次いで発生してい

るため、草津町では、町ホームページでも危険箇所のお知らせや事故防止などの呼

びかけを行っている。（以下は、草津町ＨＰ抜粋） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔草津町ホームページ
http://www.town.kusatsu.gunma.jp/www/contents/1227593661357/〕 
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②過去の主な噴火災害 

 有史以後の噴火のうち、とくに大規模だったのは、1108年の天仁の大噴火と、1783

年の天明の大噴火である。 

 1108 年の噴火は、前掛火山で最大規模の噴火だったと考えられており、広範囲にわ

たって、噴石や火山灰を降らせ、田畑に大きな被害をもたらした。大量の火砕流（追

分（おいわけ）火砕流）が流出して、北側と南側の山麓を埋めつくし、そのあと北

斜面に舞台溶岩流が流下した。 

1783 年の噴火は、浅間山山麓に最大規模の災害をもたらした。５月９日に始まった噴

火は、３ヵ月後には最高潮に達し、８月４日の夜、軽井沢の宿場に大量の噴石が降

り注ぎ、大混乱となった。この日、北麓には吾妻（あがつま）火砕流が流下した。

降灰は遠方にまでおよび、関東地方中部では、昼でも暗夜のようになったといわれ

ている。翌日の午前、大爆発とともに鎌原（かんばら）火砕流が発生。大規模な火

砕流は、浅間山の北斜面をなだれ落ち、その中に含まれていた溶岩片の力で地表を

削り、岩屑なだれとなって鎌原村を埋没させた。この天明の大噴火による死者の数

は、統計によりまちまちだが、全体で 1,500 人前後に達したのではないかと考えら

れている。 

 その後も浅間山は数えきれないほど中小規模の噴火を起こしており、ときには降灰

による被害や空振によるガラスの破損などがあり、登山者が噴石で死亡するなどの

事故も起きている。 

 最近では、2004年９月から小規模から中規模の噴火（爆発）が約半年間にわたって、

頻発した。この一連の噴火による人的被害はなく、建物などへの被害もごく軽微な

もので済んだが、一方で、降灰による農作物の被害や観光施設の一時閉鎖、風評被

害による観光客や宿泊客の減少、防災対応では、交通規制が２県にわたる対応であ

ったため、解除のタイミングなどで一時期混乱が生じた。 

 

 2009 年には、２月１日２時頃、山頂の東北東にある傾斜計で変化が始まり、同日午

前には山頂直下を震源とする周期の短い火山性地震が増加したことから、１日 13時

に火口周辺警報を発表し、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から３（入山規制）

に引き上げた。その後、２日に山頂火口で小規模な噴火が発生した。噴煙は火口縁

上 2,000ｍに達して南東方向に流れ、関東南部でも降灰が確認された。また、同日

大きな噴石が山頂火口の北西約１～1.2km まで飛散しているのが確認された。２日

の噴火以降は、傾斜変化や周期の短い火山性地震の増加が認められなくなったこと

から、噴火が切迫した状態ではないものの、引き続き火口から４km の範囲に影響を

及ぼす噴火が発生する可能性があると予想し、３日に火口周辺警報を発表して警報

事項を切り替えた。その後も、９日から 17日にかけて、ごく小規模な噴火が断続的

に発生した。 

 2011 年 3 月 11 日の東北地方太平沖地震以降、3 月 12 日から山頂火口の南及び南東

で地震活動が活発化している。4月 19日には、M1.6の火山性地震が発生し、最大震

度１を軽井沢町で観測した。 
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（３）火山監視・観測体制 

《浅間山 観測点配置図》 
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②噴火警戒レベルの運用 

浅間山は、平成 19年 12月 1日より噴火警戒レベルが運用開始されている。 

 
〔火山噴火（爆発）防災計画（平成 26 年度）群馬県火山防災対策連絡会議〕 
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〔「浅間山の噴火警戒レベル」（気象庁リーフレット）〕 
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③火山ハザードマップ・火山防災マップの作成 

 

火山噴火時における住民や観光客等の迅速な避難等のため、火山噴火時の溶岩流、

火砕流、土石流等の広がりの予測（ハザードマップ：災害危険区域予測図）、避難所の

位置、避難時の心得等を記載した火山防災マップを平成７年に作成し、住民や旅館等

に配布した。 

浅間山については、2003年（平成 15年）に改訂を加え、2009年（平成 21 年）にも、

群馬県、長野県や周辺市町村等で構成する浅間山火山防災対策連絡会議により噴火警

戒レベル１～３までの噴火現象に対応した火山防災マップを作成し、関係市町村で活

用されている。 

また、2011 年（平成 23 年）には、浅間山ハザードマップ検討委員会から提供を受

けたハザードマップを活用し、中噴火に伴う融雪型火山泥流（噴火警戒レベル４～５）

に対する住民説明会用マップを作成し、住民に対して周知を図った。 

大規模噴火（噴火警戒レベル４～５）までの噴火現象に対応した防災マップの作成

についても検討中である。 

 

〔火山噴火（爆発）防災計画（平成 26 年度）群馬県火山防災対策連絡会議〕 
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《噴火警戒レベル１～３までの噴火現象に対応した火山防災マップ》 
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協議会移行前の「浅間山火山防災対策連絡会議」には、専門部会として火山防災マッ

プ策定ＷＧが設置されており、浅間山ハザードマップ検討委員会とも連携し、「融雪型火

山泥流」に対する防災対応の検討を積極的に進めてきた。平成 23年８月に、浅間山融雪

型火山泥流マップが作成・公表されている。 
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④火山防災に関する啓発活動事例 

■防災訓練 浅間山噴火を想定したロールプレイング方式防災訓練 

開催日 平成 27年２月 15日（月）13:00～17:00 

開催場所 
群馬県嬬恋村旧干俣小学校 

［浅間山火山防災協議会現地対策サブセンター］ 

主催 浅間山火山防災協議会・利根川水系砂防事務所 

参加機関 
群馬県、長野県、嬬恋村、長野原町、佐久市、小諸市、御代田町、軽

井沢町、気象庁、自衛隊、警察、利根川水系砂防事務所 等 

浅間山噴火時の防災対応を円滑かつ効果的に実施するため、浅間山火山防災協議会

では、浅間山噴火時の防災対応の確認と関係機関の情報共有の実践を目的としたロール

プレイング方式の防災訓練を実施している。この訓練は平成 19年度から実施され、平

成 27 年度で９回目になる。 

 

〔国土交通省利根川水系砂防事務所ホームページより〕 
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■浅間山火山防災講演会 

浅間山周辺の市町村では、「浅間山火山防災講演会」が毎年実施されており、一般住

民を対象とした火山に関する基本的な知識や実例に基づく火山防災の教訓を伝える貴重

な機会になっている。 

平成 27 年度は、長野県小諸市で、火山防災エキスパート（土井委員）による講演会

が開催された。 
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■タイムライン（事前防災行動計画）の策定 

群馬県嬬恋村では、平成 27 年から浅間山の噴火を想定したタイムラインの検討が行

われている。 

火山噴火を想定したタイムラインとしては、全国初の事例であり、防災関係機関や住

民代表の組織が共同で検討することにより、顔の見える関係が構築されている。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〔NPO 法人環境防災総合政策研究機構ホームページ] 

http://npo-cemi.com/works/image/timeline/tumagoi01.pdf 


